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Ⅰ 管内スポーツ少年団協議会
の組織について

z Q1.事務局所在地

事務局所在地　Ⅰ-Q1

単位団, 0

その他, 1

担当者, 3

教委, 6

体協, 4

体協

教委

単位団

担当者

その他



Ⅰ 管内スポーツ少年団協議会
の組織について

zQ2.年間予算

年間予算規模　Ⅰ-Q2

90万未満, 5

70万未満, 1

50万未満, 130万未満, 0

150万以上, 4

150万未満, 3

30万
未満
50万
未満
70万
未満
90万
未満
150万
未満
150万
以上



Ⅱ 北海道スポーツ少年団の事業について

zQ3 拡充すべき事業
・競技別交流の参加対象年齢
を下げる
・競技別交流種目の拡大
バドミントン、柔道、テニス、
バスケットボール、陸上競技

拡充すべき事業　Ⅱ-Q3

交歓交流, 0全て, 1

交歓･競技･

リーダー, 1

競技別交流, 4

リーダー養成,

1

指導者養成, 1交歓･競技別,

1

競技別･リー

ダー, 1

競技別･指導

者, 2

助成事業, 2

交歓交流

競技別交
流

リーダー養
成

指導者養
成

助成事業

交歓･競技
別

競技別･
リーダー

競技別･指
導者

交歓･競技･
リーダー

全て



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z参加状況

参　加　状　況

参加, 12

不参加, 2
参加

不参加



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z参加状況

◎参加した感想
・交流が出来る貴重
な大会である
・楽しい、仲間が出
来た
・効果のある事業
・交流が深められた
・良い刺激を受けた

◎参加しなかった理由
・毎年参加するのは
無理である



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z大会の改善点について

開催時期

3連休, 1

土日, 1

未記入, 4

夏休み, 8

夏休み

3連休

土日

未記入



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z大会の改善点について

期　　間

1泊2日, 1

2泊3日, 9

未記入, 4
1泊2日

2泊3日

未記入



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z大会の改善点について

開　催　場　所

参集しやすい

場所, 3

未記入, 4

固定, 6

持回り, 1

持回り

固定

参集しやす
い場所

未記入



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z大会の改善点について

参　加　対　象

未記入, 4 4年以上, 4

5年以上, 6

4年以上

5年以上

未記入



Ⅲ 北海道スポーツ少年大会について

z大会の改善点について

参　加　者　数

150名以内, 3

未記入, 4

100名以内, 7

100名以内

150名以内

未記入



Ⅳ 登録料について

z登録料の改定について

登録料改訂　Ⅳ-Q1

賛成, 4
反対, 5

条件付賛成, 5

賛成

条件付賛成

反対

◎反対理由
・値上げによる、さ
らなる団員の減少
・値上げより、事業
の見直しが大事で
ある



Ⅳ 登録料について

z改定料金の幅

登録料上げ幅　Ⅳ-Q2

100円, 5

200円, 3

未記入, 6

100円

200円

未記入



Ⅳ 登録料について

競技別交流参加料の値上げ　Ⅳ-Q4

賛成, 13

反対, 1

賛成

反対

◎反対理由

　・どの団体も経済的に苦しいと

　思われる

z競技別交流大会参加料の改定



Ⅴ ブロック持回り事業について

z見直しが必要と思われる事業

見直しが必要な事業Ⅴ

少年大会, 6

ｼﾞｭﾆｱﾘｰﾀﾞｰ, 3

母集団, 6
日独, 4

ﾌﾞﾛｯｸ会議, 9

少年大会

ｼﾞｭﾆｱﾘｰ
ﾀﾞー

母集団

日独

ﾌﾞﾛｯｸ会議



Ⅴ ブロック持回り事業について

z見直しが必要と思われる事業

1．少年大会
(1)開催地の固定化
(2)ブロック別の廃止（道
本部が直接運営）

(3)交通費支給基準の
拡大

2．日独交流(受入)
(1)受入期間の短縮
(2)経費負担の軽減

3．ブロック会議
事務担当者会議と同
じ内容のため廃止

4．指導者･母集団研修会
既に地方で独自に取組
んでいるため廃止

５．Jrリーダースクール
北海道スポーツ少年大
会と内容が重複してい
る



Ⅵ 組織整備事業について

z配分基準の改定について

配分基準の変更についてⅥ-Ｑ1

変更, 6

堅持, 8

変更

堅持



Ⅵ 組織整備事業について

z配分基準の改定について

変更を容認した理由
・登録状況、補助金の減額などを考えると止むを得ない
・事業の効率化を図ることを条件に
・財源に見合う事業の検討

堅持しなければならない理由
・全体を見直し、経費の縮減を行うことが先決である。
・ブロック別事業は道本部が直接執行すべき
・現在の管内事業･組織を維持するため
・管内の予算を占める割合が非常に高いため
・一方的な削減は止めるべきだ
・事業の見直しと、大会参加料
・管内事業が実施出来なくなる



Ⅵ 組織整備事業について

z配分基準の改定について

新たな配分額Ⅵ-Ｑ２

６０円, 2

未記入, 1

５０円以下, 1

５０円, 2

６０円

５０円

５０円以下

未記入


